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江
尻
委

員

長

は

「
今
大
会

の
焦
点
は

と
り
も
な

お
さ
ず
茨

城
支
部
結

成
と
０
６

春
闘
の
実

践
に
見
ら

れ
る
と
お

り
、
組
織

拡
大
へ
の

展
望
を
見

出
す
と
と

も
に
、
は

じ
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
も
っ
て
闘
っ

た
組
織
力
の
充
実
強
化
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
を
全
組
合
員
が
自
信

と
確
信
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
も
う
一
度
、
な
ぜ
Ｎ

関
労
な
の
か
、
私
た
ち
が

突
き
進
ん
で
き
た
こ
の
道

に

つ

い

て

、

『
中
期
方
針
』

（
Ｈ
Ｐ
参
照
）

の
討
論
と
と
も

に
考
え
合
い
た

い
」
と
提
案
し

ま
し
た
。

そ

し

て

、

「
こ
の
大
会
で
は
新
た
に

山
梨
の
仲
間
が
Ｎ
関
労
に

加
入
し
ま
し
た
。
10
月
28

日
甲
府
市
で
Ｎ
関
労
山
梨

支
部
を
結
成
し
ま
す
。
Ｎ

関
労
全
体
で
結
成
大
会
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
を
確
認

し
合
い
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
、
①

財
政
活
動
の
強
化
、
健
全

化
、
②
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
っ

た
０
６
春
闘
総
括
、
③
満

了
型
選
択
者
へ
の
不
当
配

転
の
闘
い
、
④
茨
城
支
部

で
の
祝
日
出
勤
改
善
の
闘

い
、
な
ど
活
発
な
討
論
、

意
見
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
春
の
統
一
自

治
体
選
挙
で
の
組
織
内
推

薦
候
補
の
必
勝
、
新
た
な

段
階
を
向
え
た
、
企
業
年

金
改
悪
反
対
の
等
々
の
闘

い
。
中
期
路
線
の
討
論
等
、

向
こ
う
１
年
間
の
活
動
方

針
を
満
場
一
致
で
確
認
し

ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か

で
、
こ
の
１
年
間
組
合
員

が
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
闘
う
仲

間
を
増
や
し
、
生
活

と
権
利
を
守
り
、
１

人
の
首
切
り
も
許
さ

な
い
闘
い
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し

て
、
電
通
労
組
・
鏡

執
行
委
員
、
鉄
建
公

団
訴
訟
団
・
原
田
さ

ん
、
Ｎ
Ｋ
ユ
ニ
オ
ン
・

小
池
委
員
長
、
新
社

会
党
上
野
副
委
員
長

の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
全
労
協
、
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。

組
織
内
候
補

・
東
京
・
練
馬

鈴
木
や
す
と
も

・
東
京
・
世
田
谷

松
浦

望

・
千
葉
・
船
橋

浦
田

秀
夫

・
千
葉
・
銚
子

小
林

良
子

８
月
27
日
千
葉
・
船
橋
で
、
Ｎ
関
労
東
第
６
回
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
、
①
茨
城
支
部
結
成
、
②
06

春
闘
、
そ
し
て
③
企
業
年
金
問
題
を
総
括
の
柱
と
し
、

多
く
の
組
合
員
の
発
言
で
議
案
を
豊
か
に
し
、
今
後
１

年
間
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

■パワハラ・セクハラ・・・一緒に考え、闘います。派遣、パートのみなさんもお気軽にお電話ください。 ℡03-5820-2070

今日、世界のたたかっている労働者の合言葉は「新自

由主義反対」です。多くの労働者たちは、首切り、低賃金、

労働強化、非正規労働者の増大は、ひとえに新自由主義政

策によるものだということを把握しつつ、その根源にむかっ

て闘いをすすめています。

空洞化した日本経済の矛盾は社会不安と混乱を産み出し、

３万人を超す自殺者と激増する殺人、凶悪犯罪と並行して

企業による組織犯罪が多発し尊い多くの人命を殺傷してい

ます。

この状況をつくりだす「規制緩和、市場原理」を押しす

すめる新自由主義政策の本質をしっかりとつかみ、バラバ

ラの抵抗闘争を全労働者・国民の統一闘争に発展させる展

望をもたなければなりません。

５年前、５０歳「退職・再雇用」首切りに反対しＮ関労

を立ち上げた。右往左往しながらも多くの先輩や他労組の

仲間に支えられて歩いてきました。茨城支部結成、０６春

闘でのストライキを貫徹することができました。そしてこ

の火は山梨にも点火されました。組織の前進を全組合員で

確認し全国に発信していきたい。

しかしながら、戦後の労働運動を高揚させ労働者の連帯

をつくりだしていった職場闘争はいま、資本の繰り出す縦

割り攻撃である「成果主義賃金」により、一人ひとりが分

断され苦難を強いられていることも事実です。一方、退職

届を書かなかった本体組合員には遠距離通勤や「みせしめ

配転」を強行してきています。

われわれはこの現実から逃げることはできません。その

意味でも課せられた課題は「中期方針」の早期確立です。

全組合員の英知を結集し歴史的作業を成功させましょう

右、宣言する。

２００６年８月２７日

東日本ＮＴＴ関連合同労働組合第６回定期大会

Ｎ関労東江尻委員長



<NTT-ME 東京事業所>　業務重視型運営体制への移行

運営企画業務 霞ヶ関ビル

ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ業務 霞ヶ関ビル／新立川ビル

ノード系業務 霞ヶ関ビル／荻窪ビル

インフラ系業務 新宿別棟ビル

ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ業務 大手町ＦＳビル

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ系業務 荻窪ビル

ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ業務 大手町ビル別館・本館

中央 霞ヶ関ビル

東 白鬚ビル

西 新立川ビル

南 唐ケ崎ビル

北 新宿別棟ビル

ＩＰ系の全てに関すること

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ系の全てに関すること

一般市場系（現行保守ﾋﾞﾙ対象）に関すること

ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｰﾋﾞｽ業務 全設備故障時の一時措置業務に関すること

事業所総括業務に関すること

故障措置及び品質管理等に関すること

交換機の全てに関すること

伝送・無線・専用の全てに関すること

性
を
損
な
う
と
主
張
し

て
い
る
。

一
方
、
国
は
、
確
定

給
付
企
業
年
金
制
度
は
、

将
来
支
給
す
る
企
業
年

金
の
給
付
額
を
約
束
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
守
ら
な
け
れ
ば
、

年
金
が
既
に
生
活
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
受
給

者
の
生
活
を
脅
か
す
。

３
分
の
２
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

な
お
少
数
者
の
権
利
利

益
を
保
護
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
経
営
の

状
況
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
な
ど
と
い
う
こ
と

は
到
底
出
来
ず
、
減
額

実
施
が
認
め
る
と
す
れ

ば
（
社
会
的
に
）
重
大

な
影
響
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
、
と
主
張
し
て

い
る
。

す
で
に
、
７
月
27
日

第
一
回
口
頭
弁
論
が
始

ま
っ
た
。
次
回
は
、
10

月
26
日
、
東
京
地
裁
。

こ
う
し
た
な
か
で
、

私
た
ち
当
事
者
が
黙
っ

て
見
て
い
る
だ
け
で
い

い
の
か
、
パ
ワ
ハ
ラ
や

ウ
ソ
で
「
同
意
書
」
を

書
か
せ
、
「
退
職
・
再

雇
用
」
制
度
に
よ
り
15

〜
30
％
減
に
さ
れ
た
あ

げ
く
、
企
業
年
金
減
額

さ
れ
た
の
で
は
た
ま
ら

な
い
、
訴
訟
参
加
し
よ

う
、
と
今
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企

業
年
金
改
悪
に
反
対
す

る
会
が
よ
び
か
け
て
い

る
。
労
働
者
の
み
な
さ

ん
、
減
額
を
許
さ
な
い

闘
い
に
参
加
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
企
業
年
金
改
悪
に
反

対
す
る
会
に
。
電
話
（03

）

5820-2070

で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ-

Ｍ
Ｅ
・
東
京

事
業
部
は
、
10
月
２
日
、

「
業
務
重
視
型
運
営
体

制
の
確
立
」
と
称
す
る

合
理
化
を
実
施
す
る
。

保
全
、
建
設
を
別
々

の
グ
ル
ー
プ
に
し
、
東

京
事
業
部
と
し
て
は
８

グ
ル
ー
プ
に
す
る
。
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
主
ビ
ル

は
リ
ン
ク
（
伝
送
）
の

保
全
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
Ｇ
）
は
霞
ヶ

関
、
建
設
（
イ
ン
フ
ラ

系
Ｇ
）
は
新
宿
別
館
、

ノ
ー
ド
（
交
換
）
は
霞
ヶ

関
で
あ
る
。
（
下
表
参

照
）今

回
の
合
理
化
は
、

東
京
都
内
を
１
つ
の
ビ

ル
内
の
仕
事
と
と
ら
え
、

｢

保
全
は
保
全｣

「
建
設

は
建
設
」
と
壁
を
造
っ

て
年
齢
層
で
分
け
た
こ

と
が
特
徴
。
こ
れ
ま
で
、

宿
直
者
が
日
勤
の
と
き
、

建
設
作
業
は
や
ら
な
い

こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

ま
で
は
、
建
設
を
や
る

こ
と
に
よ
っ
て
息
が
抜

け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
今
回
、
そ
う
し
た

こ
と
は
無
く
な
る
。

建
設
は
新
宿
に
集
ま
っ

て
、
各
ビ
ル
に
出
動
と

な
る
。
エ
リ
ア
ご
と
に

拠
点
ビ
ル
を
設
け
て
い

る
の
で
、
拠
点
ビ
ル
へ

の
直
出
直
帰
に
な
る
だ

ろ
う
。
将
来
的
に
は
、

保
全
は
Ｉ
Ｐ
関
連
と
Ｉ

Ｐ
以
外
（
仮
）
と
分
け

ら
れ
、
縮
小
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
建
設
作
業
は

団
塊
の
世
代
が
退
職
し

た
の
ち
、

外
注
化
し

て
い
く
こ

と
が
想
定

さ
れ
る
。

私
は
、

入
社
が
霞
ヶ

関
で
整
備

課
（
建
設
）
、

伝

送

課

（
建
設
、

宿
直
）
、

リ

ン

ク

（
建
設
、

宿
直
）
と

合
理
化
の

た
び
に
名

称
が
変
わ
っ

た
が
、
そ

れ
で
も
同

一
ビ
ル
内

の
移
動
だ
っ

た
。
今
回
、

霞
ヶ
関
か

ら
新
宿
別
館
に
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
グ
ル
ー
プ
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

退
職
・
再
雇
用
選
択

の
際
、
「
今
の
職
場
で
、

今
の
仕
事
を
」
選
択
し
、

賃
金
15
％
減
を
や
む
な

く
受
け
入
れ
た
が
、
こ

こ
で
も
ま
た
、
反
故
に

さ
れ
た
。
（
Ｔ
・
Ｎ
）
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企
業
年
金
減
額
を
許
さ
な
い

闘
い
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

Ｈ組合員は、ステップ２合理化で、川崎法人

営業部の業務は総合会社に移るということで、

桜木町の支店法人営業部へ配転させられました。

「難病の妻を介護しなければならないので、

近くの品川ツインズビルに転勤させてくれ」と

の要望は無視され続けています。

「育児、介護休業法」の第26条に「事業主は、

その雇用する労働者の配置の変更で就業の場所

の変更を伴うものをしようとする場合･･･当該労

働者の子の養育又は家族の介護の状況に配慮し

なければならない」とあります。神奈川支店は、

法令順守し、品川に配転させてください。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
去
る
５
月
１
日
、
グ
ル
ー

プ
企
業
の
労
働
者
や
Ｏ
Ｂ
約
14
万
人

に
対
す
る
企
業
年
金
の
減
額
を
求
め

た
申
請
を
、
厚
生
労
働
省
が
認
め
な

か
っ
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
不
承

認
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
行
政

訴
訟
を
東
京
地
裁
に
起
こ
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
減
額
に
必
要
と
さ
れ

る
対
象
者
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意

に
つ
い
て
、
す
で
に
全
体
の
約
９
割

の
同
意
を
取
り
付
け
た
と
主
張
。
黒

字
は
リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
合
理
化
の
効

果
で
あ
り
、
収
益
環
境
の
悪
化
は
続

い
て
い
る
と
し
、
厚
労
省
の
処
分
は

労
使
合
意
を
ふ
ま
え
た
経
営
の
自
主

行
政
事
件
訴
訟
法

（
第
三
者
の
訴
訟
参
加
）

第
二
二
条

裁
判
所
は
、
訴
訟
の
結
果
に
よ
り
権
利

を
害
さ
れ
る
第
三
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
事
者
若
し

く
は
そ
の
第
三
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、

決
定
を
も
つ
て
、
そ
の
第
三
者
を
訴
訟
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070


